
 

 

 

 

 

 

学校評価アンケートの結果 

 昨年の１２月に実施しました学校評価の結果がまとまりました。今年度は、児童、保護者、教師

の三者に同じ内容で質問し、三者の比較ができるようにしました。 

三者とも「とても良い」「良い」を選択した割合が９０％以上の問は、Ｑ１「積極的な学習への

取り組みをしているか」とＱ２「優しい気持ちで接しているか」です。Ｑ１とＱ２が良い結果にな

り大変うれしく思います。今後も子供たちの優しい気持ちと学習意欲を大切にしていきたいと思

います。 

また、三者とも「とても良い」「良い」を選択した割合が９０％未満の問は、Ｑ６「良く考えて

話したり答えたりしているか」、Ｑ９「疑問に思ったことを自分の力で解決しているか」、Ｑ１３「読

書に親しんでいるか」です。さらに、気になるデータとして、Ｑ５の「話をしっかり聞いているか」

の「とても良い」選択した教師が３．８％でした。Ｑ５、Ｑ６、Ｑ９、Ｑ１３の課題について、よ

り効果がでるよう改善策に取り組んでいきたいと思います。 

 

評価（児童・保護者・教師） 自己評価 改善策 

 

 児童は半数、保護者

は４割程度が積極的

に学習していると考

えている。教師は１割

程度がそう捉えてい

るので、子供や保護者

の捉えとの違いが顕

著である。より積極的

な学習への取り組み

を期待する教師の思

いが表れているので、

学級の実態に応じた

手立てを講じたい。 

 授業の導入に

おいて、子供の

問いを引き出す

発問や学習への

興味をわき立た

せる具体物を提

示する。学習内

容がわかる、で

きることも積極

的な取り組みの

ベースとなるの

で、基礎基本の

確実な定着を図

る。 
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Ｑ１：積極的な学習への取り組みをしているか

とても良い 良い あまり良くない 良くない
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重点目標              ミッション 

「よくきき よく考えよう」        「対話と協働により、児童一人一人の可能性を引き出し伸ばす」 



評価（児童・保護者・教師） 自己評価 改善策 

 

 優しい気持ちで生

活していると回答す

る児童が多い。自分自

身は優しい気持ちで

はあるが、相手の気持

ちについては考えが

及ばない。また、相手

に対する言葉づかい

や態度が荒く、相手に

嫌な思いをさせてし

まう場面も多いこと

から、教師側の評価は

若干低い傾向にある。 

 道徳教育を要

として、学校の

全教育活動の中

で相手を思いや

る心を育成す

る。毎日の学級

生活をふり返

り、心地よかっ

た出来事や心が

温かくなった時

間を思い起こさ

せる。 

 

 体育の学習を楽し

みにしている児童は

多い。休み時間に校庭

や体育館で体を動か

す児童も多いが、固定

化されている。新体力

テストの結果からは、

体力・運動能力に関し

て全国平均より劣る

傾向にある。肥満傾向

の児童が１８％（６４

名）と高い値を示して

いる。 

肥満傾向の児

童が積極的に体

を動かすことが

できるような場

や時間の設定を

する。継続した

運動への取り組

み（毎週１回の

体育の時間にお

ける３分間走な

ど）で、課題であ

る走力や持久力

を高めていく。 

 

 おおよその児童は学

校生活を楽しいと回答

しており、教師も学級

の全体的な様子を俯瞰

し、子供たちは楽しん

でいると回答してい

る。児童及び保護者の

楽しんでいないとの評

価があることから、学

習面、生活面、友人関係

等、個に応じた指導、声

かけが必要である。 

 

 子供たちが

活躍できる場

があり、居場所

のある学級づ

くりを行う。対

人関係を学ば

せるためにも、

コミュニケー

ション活動を

充実させる。 
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Ｑ２：優しい気持ちで接しているか

とても良い 良い あまり良くない 良くない
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Ｑ３：体育の学習や体力づくりに意欲的であるか

とても良い 良い あまり良くない 良くない
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Ｑ４：学校生活を楽しんでいるか

とても良い 良い あまり良くない 良くない



評価（児童・保護者・教師） 自己評価 改善策 

 

 重点目標「よくきき 

よく考えよう」の評価

である。しっかり聞い

ていると回答する児

童が６割を超えてい

るのに対して、教師の

評価は１割を切って

いる。聞くことに対し

てのシビアな自己評

価と、聞かせるための

手立てが必要である。 

 ポイントを絞

った説明や教師

の発話率を低く

することで、聞

くことをより意

識させる。話を

聞く姿勢やメモ

の取り方など、

学年に応じた話

の聞き方を身に

付けさせる必要

がある。 

 

 重点目標「よくきき 

よく考えよう」の評価

である。授業の中では

一人一人が考える時

間を確保するものの、

あまり考えていない

と評価する教師も多

いことから、よく考え

て話すことについて

は二極化が顕著であ

る。個々が考えるため

の手立てを与える必

要がある。 

 よく考えるた

めの手立てとし

て、構造的な板

書や個に応じた

ヒントカード、

対話の習慣化

（インプット・

アウトプット）

など、学級の実

態に応じた手立

てを講じる。 

 

 良く理解している

と回答する児童が５

割を超えているが、教

師の評価は１割程度

にとどまっている。ふ

り返りなどを通して

自分自身の力をしっ

かり認識すること、既

習事項を活用するな

どして、学んだことが

しっかり定着するよ

うにしたい。 

 

 

 ふり返りの時

間は、学習をま

とめてわかった

ことを使って、

視点を変えて書

いたり別な言葉

に言い換えて書

いたりする時間

であることをよ

り意識して指導

すること。 
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Ｑ５：話をしっかり聞いているか

とても良い 良い あまり良くない 良くない
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Ｑ６：良く考えて話したり答えたりしているか

とても良い 良い あまり良くない 良くない
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Ｑ７：国語の授業を理解しているか

とても良い 良い あまり良くない 良くない



評価（児童・保護者・教師） 自己評価 改善策 

 

 良く理解している

と回答する児童が５

割を超えているが、教

師の評価は１割を切

っている。ふり返りな

どを通して自分自身

の力をしっかり認識

すること、既習事項を

活用するなどして、学

んだことがしっかり

定着するようにした

い。 

 

 

 ふり返りの時

間は、学習をま

とめてわかった

ことを使って、

応用問題を解い

たり、多くの問

題に挑戦したり

する時間である

ことをより意識

して指導するこ

と。 

 

 教師の評価数値が

低い値である。学年に

応じた自力解決の力

を身に付けさせるこ

とができなかった、ま

たは自力解決の時間

を確保することがで

きなかったことが課

題として残る。 

 的確な探究課

題の設定や子供

たちが自力解決

していけるよう

な探究のプロセ

スについて教師

自身が研修し、

子供たちととも

に探究学習を楽

しむ。 

 

 約半数の児童が「と

てもある」、８５％が

「ある」と回答してい

る。全国学調における

調査結果は低い数値

であったが、全学年が

回答した結果、高い値

となった。保護者や教

師がそれぞれの子供

の良さを見取り、価値

づけていくことが必

要である。 

 

 

 

道徳教育を要

として、学校の

全教育活動の中

で、低学年から

自分の良さに気

付き、良さを生

かし、良さを伸

ばしていく指導

を積み重ねてい

く。 
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Ｑ８：算数の授業を理解しているか

とても良い 良い あまり良くない 良くない
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Ｑ９：疑問に思ったことを自分の力で解決しているか

とても良い 良い あまり良くない 良くない
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Ｑ１０：自分には良いところがあるか

とても良い 良い あまり良くない 良くない



評価（児童・保護者・教師） 自己評価 改善策 

 

 各学年における体

育指導や学級活動に

おける保健、給食、食

育指導が功を奏し、高

評価である。また、熱

中症対策や感染症対

策など、学校全体で時

期や場面に応じた指

導を行ってきた成果

である。 

 体育部、保健

部、給食部、安全

部等が連携し、

子供たちにタイ

ムリーな話題を

提供したり生活

の在り方を投げ

かけたりするこ

とで、自ら考え

て生活すること

ができるように

する。 

 

 児童、保護者はしっ

かり取り組んでいる

との回答が５割を超

えるが、教師は２割程

度にとどまっている。

学習内容を振り返る

などして、より質の高

い、学年や個に応じた

家庭学習の取り組み

を積み重ねていきた

い。 

 お手本となる

自主学習ノート

の紹介や家庭学

習カードでの見

取りを継続す

る。自分自身で

取り組みをふり

返り、家庭学習

の質を高めてい

く。 

 

 とても親しんでい

ると答える児童は多

いが、親しんでいるま

でを合わせると、児童

が７割に対して教師

は９割である。家庭で

の読書は二極化して

いるが、学校において

は学校図書館の活用

がされており、学級全

体として読書に親し

んでいる様子がうか

がえる。 

 朝の登校後の

時間や昼のみん

なで読書タイム

を活用し、読書

の時間を確保す

る。国語科にお

ける読書教材に

おいて図書室の

蔵書を活用し、

読書の幅を広げ

る。 
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Ｑ１１：健康に気をつけて生活しているか

とても良い 良い あまり良くない 良くない
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Ｑ１２：家庭学習に取り組んでいるか

とても良い 良い あまり良くない 良くない

23.1

20.5

49.3

65.4

30

26

11.5

37.4

12.5

0

12.1

12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

教 師

保護者

児 童

Ｑ１３：読書に親しんでいるか

とても良い 良い あまり良くない 良くない


